











































いた編集者から、石原千秋氏との漱石をめぐる対談（ 漱石激読 、二〇一六）の企画『 』





し（ 琴のそら音 、さらに『趣味の遺伝』では「恋愛の神秘、心霊の不可思議の『 』）
可能を信じるといふのみでなく、一歩進んで、それを遺伝学の立場から、十分可












heartる直前に 心 という漢字を印し 右に掲げた漢字で書かれるこの言葉は 心情「 」 、「 「 」
「 」 、「 」 、「 」 、だけでなく情緒的な意味における 心意 をも意味し 精神 勇気sprit courage
「決心」 「感情」 「情愛」 をも意味する。そして「内なる意resolve sentiment affection、 、
味」 をも意味する」と記したことと応答するかのように、漱石自身の手inner meaning
「 、 、 、 」 、 「 」による 箱 表紙 見返し 扉及び奥付の模様及び題字 などの装幀が 徹底して 心
という漢字にこだわりぬいていることも、二人の応答関係を想像させる。
二葉亭四迷を中心とした明治前半期の文学研究をしていた私が、夏目漱石研究にか
かわらざるをえなくなったのは、いわゆる「 こころ』論争 （詳細は『漱石辞典 （翰『 」 』






ハーンの『心』は 「停車場にて （短 「日本文明の真髄 （長 「門づけ （短 、、 」 ）、 」 ）、 」 ）
「旅日記から （長 、阿弥陀寺の比丘尼 （中 「戦後に （中 「春 （短 「趨勢」 ） 」 ）、 」 ）、 」 ）、
一瞥 （長 「業の力 （中 「ある保守主義者 （長 「神々の黄昏 （中 「前世の」 ）、 」 ）、 」 ）、 」 ）、





























































の土地を「売」った代金を 「先生」はすべて銀行に預金したということになる 「若、 。
干の公債 とは日清戦争を遂行するための戦争公債で その利子と さらに預金の 利」 、 、 「



























「 」 「 」 、 「 」いずれにしても 先生 が 東京へ着いてからよほど経つた後 に 土地が 売れ
て「利子の半分」で暮らせるようになったのである。では「東京へ着い」たのはいつ
頃であったのか。



























" to do honor toハーンは 英語の教師として勤務していたとき に 生徒の英作文 で「 」 「 」 「










することはない （ 祖先崇拝についての若干の考察 ）。「 」
実は「先祖へのお勤めをないがしろにすること」をあえて選びといったのが、漱石
の『心』の「先生」だったのである。自分を裏切って財産をごまかそうとした「叔父















家から出してもらった学資 を 実家が弁償する事 になり その 実家 からは 勘」 「 」 、 「 」 「
当」されてしまったのである。
そうであればこそ 「小さなナイフで頸動脈を切つて一息に死んでしまつた 「Ｋ」、 」
は 「真宗の坊さんの子 （下十九）であったにもかかわらず、先祖代々の墓には埋葬、 」
されなかったのである。それは「先生」の提案であった。
























らくこういう長いものを貴方に書き残す必要も起らなかつたでせう と述べている 先」 。「




「 」 、「 」 「 」た死者との関係を結んでしまった 先生 にとって Ｋ という 死者は生きている



























「 、 」 「 」 「 、神田に用があつて 帰りが何時もよりずつと後れ た 先生 が 門前まで来て



















、「 」 「 」 「 」 「 」そして帰ってくると Ｋの部屋 から 御嬢さんの笑い声 が 先生 の 耳に響
いた 「私は何時ものやうに手数のかかる靴を穿いていないから、すぐ玄関に上がつて。


















「 」 「 」 、「 、靴 を批判した同じ 日本文明の真髄 でハーンは 西洋建築は永続を目指すが
日本の建築は束の間のものである」と指摘している 「Ｋの室」と「私の室」の間の襖。
に「Ｋ」の頸筋から一度に迸しつた 「血潮 （下五十）に「その夜の記憶を繰り返す」 」
のが苦痛 （下五十一）だったので「奥さんも御嬢さんも」一緒に「私が今ゐる家へ引」
越した （下五十一）のである。小石川の「素人下宿」の運命は「束の間」であったの」
だ。やはり漱石の『心』は、ハーンの『心』を強く意識していたと思えてならない。
